
【
東
京
大
学
編
】

外
国
人
教
師
が
運
命
づ
け
る

　
田
中
舘
愛
橘
は
１
８
７
８
（
明
治
11
）
年

９
月
、
東
京
大
学
理
学
部
物
理
学
科
に
第
１

期
生
と
し
て
入
学
し
た
。
22
歳
だ
っ
た
。

　
地
球
物
理
学
者
田
中
舘
の
誕
生
は
、
２
人

の
外
国
人
教
師
に
よ
っ
て
運
命
づ
け
ら
れ

た
。
そ
の
恩
人
と
は
ア
メ
リ
カ
人
メ
ン
デ
ン

ホ
ー
ル
と
、若
い
イ
ギ
リ
ス
人
物
理
学
者
Ｊ
・

Ａ
・
ユ
ー
イ
ン
グ
で
あ
る
。

　
も
っ
と
も
東
京
大
学
物
理
学
科
に
は
、
後

に
東
京
大
学
総
長
と
な
る
、
会
津
白
虎
隊
生

き
残
り
の
山
川
健
次
郎
主
任
教
授
や
菊
池
大

麓
が
い
た
が
、
化
学
、
機
械
工
学
、
鉱
物
学
、

地
質
学
、
土
木
工
学
、
採
鉱
学
、
冶
金
学
、

生
物
学
は
全
て
６
人
の
外
国
人
教
師
が
担
当

し
て
い
た
。
講
義
は
英
語
だ
っ
た
。

　
富
国
強
兵
・
殖
産
興
業
を
国
是
と
し
た
明

治
政
府
は
、
欧
米
の
諸
制
度
と
学
問
の
導

入
に
当
た
り
、
高
等
教
育
で
は
「
一
切
外

国
語
だ
け
に
よ
る
授
業
」
の
方
針
を
既
に

１
８
７
１（
明
治
４
）年
に
は
固
め
て
い
た
。

理
学
部
は
英
語
中
心
と
な
り
、
フ
ラ
ン
ス
語

と
ド
イ
ツ
語
は
姿
を
消
し
て
い
っ
た
。

　
メ
ン
デ
ン
ホ
ー
ル
は
数
学
、
天
文
学
、
物

理
学
お
よ
び
物
理
学
実
験
を
、
ユ
ー
イ
ン
グ

は
力
学
、
熱
力
学
を
指
導
し
た
が
、
２
人
に

は
特
筆
す
べ
き
共
通
す
る
指
導
法
が
あ
っ

た
。
そ
れ
は
自
ら
研
究
者
と
し
て
の
オ
リ
ジ

ナ
ル
な
実
験
研
究―
測
定
研
究
に
、
田
中
舘

ら
を
巻
き
込
ん
だ
指
導
で
あ
る
。
し
か
も
学

者
の
命
で
あ
る
大
切
な
研
究
用
機
械
を“
私
”

せ
ず
に
学
生
に
使
用
を
許
し
た
の
だ
。
こ
れ

は
、
学
生
た
ち
を
い
か
に
大
切
に
し
、
ま
た

期
待
し
て
い
た
か
を
物
語
る
も
の
だ
ろ
う
。

　
メ
ン
デ
ン
ホ
ー
ル
は
東
京
の
重
力
加
速
度

の
測
定
を
テ
ー
マ
に
、
１
８
８
０
（
明
治

13
）年
２
月
～
５
月
の
東
京
の
重
力
測
定
や
、

８
月
の
富
士
山
頂
の
重
力
測
定
な
ど
精
力
的

に
行
動
し
た
。
も
ち
ろ
ん
田
中
舘
も
測
定
に

従
事
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
田
中
舘
を
中
心

に
全
国
各
地
の
重
力
、
磁
力
測
定
を
完
成
さ

せ
た
。

　
田
中
舘
は
ユ
ー
イ
ン
グ
の
下
で
本
式
に
地

磁
気
の
研
究
を
始
め
て
い
た
。
物
理
学
の
実

験
で
特
に
優
れ
た
独
創
ぶ
り
を
発
揮
し
て
い

た
田
中
舘
は
い
ろ
い
ろ
工
夫
を
凝
ら
し
た

末
、
地
磁
気
を
正
確
に
測
定
す
る
器
械
を
考

案
し
完
成
さ
せ
た
。
26
歳
だ
っ
た
。
そ
の
論

文
は
日
本
の
学
会
報
告
書
や
ロ
ン
ド
ン
王
立

協
会
誌
に
も
発
表
さ
れ
た
。「
こ
れ
こ
そ
物

理
学
に
お
い
て
日
本
人
が
行
っ
た
世
界
的
研

究
の
第
１
号
で
あ
る
。
し
か
も
70
余
年
後
で

も
、
こ
の
田
中
舘
式
地
磁
気
計
は
世
界
で
最

優
秀
で
あ
る
」
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
世
界
的
地
球
物
理
学
者
田
中

今
や
ら
ね
ば

田
中
舘
愛
橘
の
生
涯④

【ミニコラム】　　西洋スポーツを奨励
文武両道
　東京大学で田中舘愛橘は山川健次郎に出会う。幕末の賊軍南部と会
津の出会いである。山川は初代の物理学教授で東大総長などを歴任。
1906（明治39）年に旧制福岡中学（現福岡高校）を訪れた山川は開
口一番「田中舘愛橘のような優れた人物が生まれ育ったところを見た
くてやってきた」と述べ、文武両道の大切さを説き、野球など西洋の
スポーツを奨励した。甲子園出場10回を誇る福岡高校野球部の歴史
はここに始まっている。

舘
愛
橘
の
誕
生
の
裏
に
は
、
２
人
の
恩
人
、

ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
の
外
国
人
教
師
が
い

た
の
で
あ
る
。

（
菅
原
孝
平
＝
田
中
舘
愛
橘
会
副
会
長
、
二

戸
歴
史
民
俗
資
料
館
長
）

田
中
舘
愛
橘
が
考
案
し
た
当
時
世
界
一
の
精
度
を
誇
っ
た
電
磁

方
位
計
（
田
中
舘
愛
橘
記
念
科
学
館
提
供
）
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